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室伏稲子 ･野 俊夫･小嶋祥三 ･松沢哲郎
研究概要
1)チンパンジーの図形詔による.記述行動の分
析一 言uT;I捌こよる統制
室伏耶子･と班f俊夫･小払押三･松沢哲郎
チンパンジー(アイ)は,テレビ両面にあらわ
れる2名の人物(A,B)のうち,･いずれが動作
の主体となり客休となるかによって,｢AJ｢近
づく｣｢BJの3才u':記述における個体名(A,B)
の位把を変えることを学習した｡この語順による
統制の般化は,緩怪に進行し,多種類の画像によ
る訓練のくり返しを必要とした｡
2)チンパンジーにおける数の概念の形成1)
室伏靖子･浅野俊夫･松沢哲郎･板倉昭二2)
チンパンジー2頭に,点(直径 1.5cm)のラン
ダム･パタンを見せて,その数を同定させる訓練
杏,それぞれ異なった反応を用いて行った｡数学
のラベルによる反応では6個まで,系列的なキイ
押し反応では4個までを完了した｡これらの学習
によって,チンパンジーが数のシステムをどの程
度理胴しているかを分析する｡
3)ニホンザルの蛇田18両におけるオペラント
行動の控和と伝描 3)
浅野俊夫
本研死所の放飼切のIZit桜群を対象にして,パネ
ルを押すと大豆等の食物が入手できるという新し
い行動を災団場両での条件づけにJ:って形成し,
伝播する様子を概黙した｡今後はパネル押しより
ち-朋むずかしいゴルフボールを拾って交換台に
入れ,大豆を入手するという鎌田場面におけるト
ークン使用の伝播を分析する｡
1)本吉良治･山田恒夫(京大文学部,昭和
59年度共同利用研究員)との共同研究｡
2)大学院生｡
3)樋口義治(愛知大,学振流動研究員)と
の共同研究｡
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